
学年 教科 科目 教科書名 副教材名 

高２ 総進 

ＳＧ 
地歴 世界史Ｂ 

新詳世界史Ｂ 

（帝国書院） 

最新世界史図説 タペストリー 

（帝国書院） 

 

１．授業の目標 

 １ 世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき，地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解する。そして，

世界の中の日本の在り方も考えられるようにする。 

２ 文化の多様性や歴史的事象の意義などを多面的・多角的に考察する力を養い，また，それらを表現する能力を養 

う。 

３ 歴史的思考力を養い，国際社会で主体的に生きる日本人としての自覚と資質を身に付ける。 

４ 基礎学力到達度テストや各私立大学の入試問題で，合格点を得点できる力を身に付ける。 

 

２．授業のすすめ方 

 １ 講義形式で行います。授業用プリント・参考資料など各種印刷物を必要に応じて配信及び配布します。 

授業中の重要事項は必ず書き留めるようにしてください。また，配布物はなくさないようにしてください。 

２ 各単元が終了するごとに，授業内容を理解しているかどうかを問うペアワークを実施する予定です。 

 

３．学習上の留意点 

 １ 授業時には教科書・資料集・タブレットを必ず持参してください。 

 ２ 高校は義務教育ではありません。定期試験はもちろんのこと，授業態度・課題など平常点も最終的に自身の進路

に大きく影響することを意識して授業に臨んでください。 

 ３ 歴史は学問です。人物・出来事・年号などを暗記するのも重要ですが，各事象が起こった背景などを理解するこ

とでより一層理解が深まります。その点を意識して授業に臨んでください。 

 ４ 教科書の本文だけでなく，脚注・地図・図版・史料・写真などにも目を通しておくことが大切です。 

 

４．副教材・参考文献 

 １ 最新世界史図説 タペストリー（帝国書院） 

   世界史Ｂ用語集（各出版社より販売）も購入しておくことをお勧めします。一般受験希望者は必須です。 

 ２ 問題集については，各自，書店等において自分のレベル・志望校に合わせて購入することをお勧めます。また，

Classiやスタディサプリを利用するのもよいでしょう。 

 ３ 歴史は時間と空間とに関する学問です。幅広い知識や教養を身につけることによって世界の理解を深めるために

も，国語や数学，英語など他の教科の学習もおろそかにせず，読書も幅広く行うことを強く勧めます。 

 

５．評価方法 

 １ 定期試験…定期考査５回（１００点×５） 計５００点 

 ２ 平常点…１学期２０点＋２学期２０点＋３学期１０点 計５０点 

３ 平常点は，定期考査の点数と連動する部分と授業態度・課題・ペアワークなどを加味して総合的に算出します。

小テストや課題についてはその都度発表します。 

  

６．定期考査 

 １ 定期考査の正確な範囲は，その都度発表します。 

 ２ 定期考査は授業内容から出題します。毎回の授業に集中してください。



７．指導計画 
期 月 単元名・学習項目 評価方法 到達目標 
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学 

 

期 
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６ 

 

 

 

７ 

１部 諸地域世界の形成と交流 

１章 オリエントと地中海世界の形成 

 １ 古代オリエント世界の形成 

 ２ 地中海世界の形成とオリエントとの融合 

 ３ ローマと地中海世界の成長 

 ４ ローマ帝国周辺の西アジア 

３章 南アジア世界の形成 

４章 東南アジア世界の形成 

５章 東アジア世界のあけぼの 

 １ 中華文明の形成 

 ２ 秦漢帝国と東アジア 

６章 中央ユーラシア世界の形成と展開 

 １ 中央ユーラシアの風土と遊牧帝国の出現 

 ２ 古代遊牧帝国の興亡とユーラシアの変動 

７章 東アジア世界の変動と再編 

 １ ユーラシアの変動と東アジア世界 

 ２ 東アジア諸地域の成長と自立 

８章 イスラーム世界の形成と拡大 

 （２章 サハラ砂漠以南のアフリカ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

文明の出現から諸地域世

界が成立するまでの「古

代」と呼ばれる時代を扱

い，各地域の人々が自然環

境に適応しながら，それぞ

れ地域世界を形成してい

たことを理解する。 

 

 

 

5～16世紀の古代帝国が崩

壊し，近代へと続く文明が

生み出されていく中で，歴

史の変動と地域間交流が

緊密になっていった意義

を考える。 
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９章 ヨーロッパ世界の形成 

 １ 地中海北方に広がるキリスト教 

 ２ 西ヨーロッパの成長と拡大 

 ３ 封建社会の解体と王権の伸長 

１０章 ユーラシア大帝国の出現 

 

２部 海洋による世界の一体化 

１章 アジア諸地域の繁栄と成熟 

 １ 明の国際秩序と東・東南アジア 
 ２ 世界帝国清とアジア諸国の成熟 
 ３ イスラーム世界の成熟 
２章 大規模な分業体制の成立 
 １ 大航海時代～世界の一体化の始まり 
 ２ ルネサンスと宗教改革 
 ３ スペインの盛衰とオランダの繁栄 
３章 ヨーロッパ諸国の主権強化と大西洋三角貿易 
４章 環大西洋革命～工業文明と国民国家の誕生 
 １ 世界で最初の工業化 
 ２ アメリカの独立 
 ３ フランス革命と国民国家の誕生 
 ４ ラテンアメリカにおける環大西洋革命 
５章 イギリスの覇権と欧米の国民国家建設 
６章 世界の一体化の進展とアジアの変容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期末考査 

中世・近世・近代史の概観。 

各地の文明の特質と発展

について，明晰・判明な認

識を獲得する。 

三 

 

学 

 

期 

１ 

 

２ 

 

３ 

３部 地球社会の形成の模索 

１章 世界の一体化の完成とその影響 

２章 世界大戦の時代 

３章 東西冷戦から多極的国際社会へ 

４章 相互依存を深める世界 

 

 

 

 

期末考査 

現代社会の形成過程を概

観し，地域社会の特質を認

識する。 

※単元名・学習項目は教科書の目次による。シラバスの内容（時間や事項）については，理解度やその他の都合により 

省略や前後することもありうる。 


